
事業概要 【介護認定業務におけるDX事業】

実施地域 千葉県野田市 事業計画期間 R6-R8年度

実施主体 千葉県野田市 交付対象事業費 13,987千円

事業概要

要介護認定調査業務に、タブレット端末や認定調査支援システムを導入し、認定調査の平準化・効率化をす
ることにより申請から認定までの期間の短縮などを目指すとともに、個人情報を取り扱う際のセキュリティを強化する。
また、介護認定審査会をペーパーレス化・オンライン（Web会議）化することにより、審査会の運営等の効率化を
するとともに、審査会に資料提供する時期を早めることで、申請から認定までの期間の短縮などを目指す。その結
果、早期に介護を受ける必要がある方が、より速やかに適切な介護保険サービスの給付を受けることが、可能とな
り、地域の介護保険事業の適正な運営に期する。

具体的

使途

【介護認定調査員支援システム】
端末費用  1,152,580円
モバイルルータ― 1,445,215円
通信費用等  55,717円
システム導入経費 6,123,700円
サーバー費用 191,400円
システム使用料等 244,530円
無線AP整備工事 609,900円

【認定審査会支援システム】
端末費用  2,233,000円
モバイルルーター 770,000円
端末付属品  127,512円
通信費用等  208,761円
認定審査会会議システム使用料 759,990円
Web会議システム使用料 64,680円



◼ 庁内の推進体制

名称 名称 役割

事業実施責任者 福祉部長 ・事業全体のマネージメント・進捗管理

事業担当課 福祉部 高齢者支援課 ・事業全体の運営・マネージメント・進捗管理

連携部署 総務部 情報政策課 ・機器の調達、関連部署との調整、交付金申請手続き等

【各課室の役割】

市長 福祉部長

総務部 情報政策課

連携部署

福祉部 高齢者支援課

指示

連携
事業実施責任者 担当課

推進体制



推進体制

◼ 事業推進体制

名称 役割

野田市
・事業の実施、計画の立案、事業評価の実施等、
事業全般の管理・統括業務

認定調査員 ・要介護認定調査の実施

介護認定審査会

・要介護認定等の審査・判定
・1合議体あたり審査会委員4名（医師、介護支援
専門員など）

調査員支援システ
ム事業者 ・介護認定調査員支援システムの提供

名称 役割

審議会支援シス
テム提供事業者

・審査会ペーパーレスシステムの提供

Web会議システ
ム提供事業者

・Web会議システムの提供

介護事業所 ・介護サービスの提供

システム提
供事業者

介護認定審査
会

システム提供事業者

認定調査
員 被保険者被保険者 野田市 野田市

認定調査依頼

システム提供
事業者

介護認定調査員支援システム
審査会ペーパーレスシステム Web会議システム

要介護認定申請
認定結果を通知審査判定

介護事業所

介護サービスの提供
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